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現在 にいたる

本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

野
生
生
物
の
絶
滅
が
な
ぜ
問
題
な
劃

説

明

し

、

最

近

の

レ

ッ
ド

デ

ー

タ
ブ

ッ
ク
を

と

り

ま

く

状

況

、

特

に
新

カ

テ
。コ
リ

ー

に

つ
い
て
紹
介

し

た
。

環

境

庁

に
よ

る

植

物

版

レ

ッ
ド

デ

ー

タ
ブ

ッ
ク
作

成

の
取

り

組

み

と

北

海

道

に
お

け

る
今

後

の
課

題

に

つ

い

て
述

べ
、

最

後

に
北

海
道

に

お

け

る
絶

滅

危

惧

植

物

の
現

状

に

つ
い

て
実

例

を
挙

げ

た
。

●
野
生
植
物
の
絶
滅
を
な
ぜ
心
配
す
る
の
か

こ
れ
ま
で
地
球
上
に
生
存
し
た
生
物
種
の
九
五
%
は
絶

滅
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
生
物
種
の
絶
滅

は
自
然
の
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る

(『絶
滅
危
惧
動
物

レ
ッ
ド

リ
ス
ト

一
九
九
六
』)
。
こ
の
よ
う
に
野
生
生
物

に
と

っ
て

は
絶
滅
が
不
可
避
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ

「絶
滅

が
危
惧
さ
れ
る
」
な
ど
と
心
配
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

進
化
の
過
程
で
お
こ
る
種
の
絶
滅
や
分
化
は
非
常
に
長

い
時
間
を
通
し
て
お
こ
っ
た
事
象
で
あ
る
の
に
対
し
、
現

在
問
題
に
な

っ
て
い
る
絶
滅
は
ω
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
が
大

き
く
、
α
新
し
い
種
分
化
を
伴
わ
ず
、
㈹
人
間
が
直
接

・

間
接
の
原
因

(開
発
、
採
取
、
環
境
破
壊
)

に
な

っ
て
い

る
、
と
い
う
点
で
全
く
異
な
る
。
「
種
が
自
然

に
絶
滅
」

す
る
の
で
は
な
く

「人
為
的
な
種
の
大
量
絶
滅
」
が
お
こ
っ

て
い
る

(鷲
谷

・
矢
原

一
九
九
六
を
参
照
)。

絶
滅
危
惧
生
物
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
主
張
は
い
く

つ

か
の
考
え
方
に
分
類
で
き
る

(加
藤

・
太
田

一
九
九
三
)。

ω

資
源
主
義

:
野
生
生
物
を
、
将
来
人
類
が
作
物
の
品

種
改
良
や
薬
用
植
物
と
し
て
利
用
可
能
な
潜
在
的
遺
伝
子

資
源
と
考
え
る
。

吻

経
済
主
義

:
あ
る
種
の
絶
滅
に
よ

っ
て
生
じ
る
経
済

的
な
損
失
を
重
視
す
る
考
え
。
例
え
ば
自
然
公
園
に
お
け

る
象
徴
種
な
ど
。

㈹
リ
ベ
ッ
ト
主
義

:
生
態
系
を
飛
行
機
に
、
種
を
リ
ベ
ッ

ト
に
見
立
て
る
。
種
の
絶
滅
は
つ
い
に
は
生
態
系
の
崩
壊

を
導
く
と
す
る
考
え
。

働
カ
ナ
リ
ア
主
義

:
野
生
生
物
の
絶
滅
を
人
間
の
生
活
環

境
悪
化
の
警
鐘
と
と
ら
え
る
。

㈲
尊
厳
主
義

:
長
い
進
化

の
過
程
を
経
て
生
ま
れ
て
き
た

野
生
生
物
種
の
価
値
と
尊
厳
を
認
め
る
。

私
個
人
と
し
て
は
尊
厳
主
義
的
な
考
え
に
引
か
れ
る
が
、

ど
ん
な
立
場
の
人
で
も
こ
れ
ら
の
主
張
の
ど
れ
か
に
は
得

心
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
考
え
方
の
す
べ
て
を
最
も
効
率
的
に
保
証
す
る

方
法
は
、
絶
滅
危
惧
種
を
含
む
生
態
系
を
ま
る
ご
と

(し

か
も
広
め
に
)
保
全
す
る
こ
と
で
あ
る
。
絶
滅
危
惧
種
を

開
発
予
定
地
か
ら
移
植
す
れ
ば
事
足
れ
り
、
と
の
議
論
も

あ
る
。
し
か
し
上
記
の
主
張
を
総
合
し
て
考
え
れ
ば
、
移

植
だ
け
で
は
根
本
的
な
問
題
解
決

に
は
な
ら
な
い
事
が
分

か
る
。

●
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
と
は
、
絶
滅

の
お
そ
れ
の
あ
る

生
物
種
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
現
状
と
絶
滅
リ
ス
ク
評
価
を

し
た
本
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
は
客
観
性
に
欠
け
科
学
的
で
は
な
く
保
全
活
動
の
指
針

に
な

っ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
確
か
に
従
来
出
版

さ
れ
た
も
の
を
見
て
も
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

(絶
滅
危
惧
、
危

急
、
希
少
な
ど
)
が
決
定
さ
れ
た
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な

い
例
が
少
な
く
な
い
。

従
来

の
弱
点
を
克
服
す
べ
く
I
U
C
N

(世
界
自
然
保

護
連
A口
)
の
委
員
会
で
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

新
し
い
考
え
方
は
最
近
出
版
さ
れ
た

『絶
滅
危
惧
動
物
レ
ッ

ド
リ
ス
ト

一
九
九
六
』
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
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ド

に
見

て
取

れ

る
。

そ
れ

は

「
主

観

性

を

排

し

説

明

を

明

記

し

た

シ

ス
テ

ム

で
作

成

さ
れ

、

保

全

活

動

の
た

め

の
ガ

イ

ド

ラ

イ

ン
に
な

る

レ

ッ
ド

デ

ー

タ
ブ

ッ
ク
」

に
尽
き

る
。

こ

の

よ

う
な

考

え

方

に
基

づ

く

と

、

こ
れ

ま

で
使

わ

れ

て

い

た

い

わ

ゆ

る
旧

カ

テ
ゴ

リ

ー

は
大

き

く

変

わ

ら

ざ

る

を

得

な

く
な

っ
た
。

旧

カ

テ
ゴ

リ

ー

に

は
、

互

い

に
同

一
の

レ
ベ

ル
で
比

較

で
き

な

い

よ

う
な

用

語

が

並

列

・
混

在

し

て

い

た
。

一
九

九

四
年

に

I

U

C

N

で
採

択

さ

れ

た

新

カ

テ
。コ
リ

i

(
図

1
)

で

は
、

種

が

お

か

れ

て

い
る

絶

滅

の

リ

ス
ク

に
応

じ
、

明

確

で
定

量

的

・
客

観

的

な

基

準

に
基

づ

い

た
分

類

が

さ
れ

、

個

々

の

用
語

は
包

含

関

係

を

持

っ

た
構

造

と

し

て
す

っ
き

り

と
整

理

さ

れ

た
。

今

後

作

成

が

予

定

さ

れ

て

い

る
国

や
地

方

の

レ

ッ
ド

デ

ー

タ
ブ

ッ
ク

で

も

こ

の

I

U

C

N
新

カ

テ
ゴ

リ

ー

に
準

拠

す

る

こ
と

が

求

め

ら

れ

て

い

る
。

●
日
本
の
植
物
版
レ
ッ
ド
デ
i
タ
ブ

ッ
ク

日
本
の
絶
滅
危
惧
植
物
に
関
し
て
は
、

一
九
八
九
年
に

『
我
が
国
に
お
け
る
保
護
上
重
要
な
植
物
種

の
現
状
』
が

発
行
さ
れ
て
お
り
、
通
称
八
九
年
版
の
植
物

レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ

ッ
ク
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

「絶
滅

の
お
そ
れ
の

あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律

(種
の
保

存
法
)
」
が
制
定

(
一
九
九
二
年
)
さ
れ
、

絶
滅
危
惧
種

の
現
状
把
握
と
保
存
施
策
の
向
上
が
急
務
と
な

っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
八
九
年
版
を
改
訂
す

る
と
い
う
意

味
も
含
め
、
最
新
の
情
報

・
知
見
に
基
づ
く
新
し
い
日
本

の
植
物
版

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
を
環
境
庁

の
責
任
と
し

て
作
成
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。

環
境
庁
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
北
海
道
で
は

「北
海
道

絶
滅
危
惧
植
物
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
」
を
結
成

(三
二
名
)

し
、
調
査
票

に
基
づ
く
現
地
調
査
を

一
九
九

四
、
九
五
年

の
二
年
間
お
こ
な

っ
た
。
各
都
道
府
県
か
ら
よ
せ
ら
れ
た

絶滅(EX)

灘柵 モ1

一 曝帯評価可能な情報あり

情報不足(DD)

未評価(NE)一評価一
図1.新RDBカ テ ゴ リー

調

査

デ

ー
タ

は

コ

ン
ピ

ュ
ー
タ

ー

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ

ン

に

よ

っ
て
絶

滅

リ

ス

ク
が

評

価

さ

れ

各

カ

テ
ゴ

リ

ー

に

ラ

ン

ク
づ

け

さ

れ

た
。

こ

の
リ

ス

ト
が

一
九
九

七

年

八

月

に
出

さ

れ
た

『
植

物

版

レ

ッ
ド

リ

ス

ト
』

で
あ

る

(
こ

の

リ

ス

ト

は
環

境

庁

自

然

保

護

局

野

生

生

物
課

か
ら
入

手

で
き

る
。

ま

た

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
環

境

庁

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

算

8

"＼
＼
乏
≦
≦
.魯

●・
同
・も
＼
①
窪

Φ
げ
＼

か

ら
入

手

す

る

こ
と

も

で
き

る

。
)
。

環
境

庁

と

し

て
は

こ

表
1

地
方

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク

(鷲
谷

・
矢
原

一
九
九
六
を
改
編

・
補
足
)

[神
奈
川
]
…

『神
奈
川
県

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
生
物
調
査

報
告
書
』
(
一
九
九
五
)
神
奈
川
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ

ク
生
物
調
査
団
編
、
神
奈
川
県
立
生
命
の
星

・
地
球
博

物
館[長

野
]
…

『信
州
の
希
少
生
物
と
絶
滅
危
惧
種
』

(
一
九
九
七
)
長
野
県
自
然
教
育
研
究
会
編
、
信
濃
毎

日
新
聞
社

[愛
知
]
…

『植
物
か
ら
の
S
O
S

愛
知
県
の
絶

滅
危
惧
植
物

』
(
一
九
九
六
)
愛
知
県
植
物
誌
調

査
会[三

重
]
…

『自
然
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク

・
三
重
」

(
一
九
九
五
)
三
重
県
教
育
文
化
研
究
所

[兵
庫
]
…

『兵
庫
県
の
貴
重
な
自
然

兵
庫
県
版
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
』
(
一
九
九
五
)
兵
庫
県
保
健
環
境

部
環
境
管
理
課

[兵
庫
]
…

『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ひ
ょ
う
こ
の
野
生
植
物

絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
植
物
た
ち
』
(
一
九
九
六
)

福
岡
誠
行
編
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

[近
畿
]
…

『近
畿
地
方
の
保
護
上
重
要
な
植
物

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
近
畿

』
(
一
九
九
五
)
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
近
畿
研
究
会
編
、
関
西
自
然
保
護
機

構
[広
島
]
…

『広
島
県
の
自
然
と
野
生
生
物

レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
ひ
ろ
し
ま

』
(
一
九
九
五
)
広

島
県
野
生
生
物
保
護
対
策
検
討
会
監
修
、
中
国
新
聞
社

[島
根
]
…

『島
根
県
の
貴
重
野
生
動
植
物
リ
ス
ト
』

(
一
九
九
五
)
島
根
県
生
活
環
境
部
環
境
自
然
課

[山
口
]
…

『山
口
県
の
貴
重
な
野
生
生
物
』

(
一
九

九
五
)
山
口
県
環
境
保
護
部
自
然
保
護
課

[沖
縄
]
…

『沖
縄
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生

生
物

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
お
き
な
わ
』
(
一
九
九
六
)
沖
縄

県
環
境
保
健
部
自
然
保
護
課
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の

レ

ッ
ド
リ

ス
ト
を

も
と

に
最
終

的

な

レ

ッ
ド

デ
ー
タ
ブ

ッ

ク
を

と

り

ま

と

め

て

い
く

予
定

と

い
う

。

し

か

し
、

レ

ッ

ド

リ

ス
ト

を

ま

と

め

る

過
程

で
い

く

つ
か

の
問

題
点

も
浮

か

ん

で
い

る
。

ω

報

告

さ

れ

た

デ

ー

タ

が
少

な

か

っ
た

り
偏

っ
た
場

所

の

も

の

で
あ

る
場

A
口
、

現

状

と
評

価

が

一
致

し

な

い
場

合

が

あ

る
。

②

デ

ー

タ

が
少

な

い
あ

る

い

は
全

く

な

い

た

め
評

価

で
き

な

い
種

類

(
情

報

不

足

種

)

が

あ

る
。

残

念

な

こ
と

に

こ
れ

ら

の
問

題

の
多

く

は
北

海

道

の
植

物

に
見

ら
れ

る
現

象

で
も

あ

る
。

●
北
海
道
の
課
題

北
海
道
に
は
、
ω
本
州
に
較
べ
る
と
面
積
が
広
く
そ
の

割
に
研
究
者
が
少
な
い
た
め
調
査
デ
ー
タ
が
少
な
い
、
吻

北
海
道
中
心
主
義
あ
る
い
は
中
央

(東
京
?
)
に
対
す
る

不
信
感
か
ら
か
情
報
を
出
し
渋
る
、
と
い
っ
た
傾
向
が
あ

る
。
こ
れ
ら
が
原
因
と
な
り
、
今
回
の
環
境
庁
の

『
植
物

版

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
』
で
は
、
ω
評
価
に
問
題
が
残
る
種
、

吻
情
報
不
足
と
し
て
評
価
さ
れ
な
か

っ
た
種

の
中
に
、
北

海
道
産
植
物
が
多
々
見
ら
れ
る
。

本
州
で
は
県
単
位
で
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
の
出
版

が
相
次
い
で
い
る

(表
1
)
。
国

レ
ベ
ル
と
地
方

レ
ベ
ル

と
で
は
同
じ
種
類
で
も
絶
滅
リ
ス
ク
評
価
が
異
な

っ
て
く

る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
方

で
の
旦
ハ体
的
な

保
護
施
策
を
確
立
す
る
た
め
に
は
地
方

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ

ク
が
不
可
欠
と
な
る
。
北
海
道
に
お
い
て
は
道

・
支
庁

・

町
村
単
位
で
自
治
体
が
責
任
を
持

っ
て
地
方

レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ

ッ
ク
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全

国

ス
ケ
ー
ル
と
は
別
に
地
方
単
位
で
の
絶
滅

リ
ス
ク
評
価

法
を
確
立
す
る
こ
と
も
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

最
後

に

一
つ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
問
題

は
、

レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
の
ま
と
め
方
で
あ
る
。
絶
滅
危
惧

の
問
題

は
近
年
の
開
発
圧
や
採
取
圧
が
原
因
で
お
こ
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
現
地
調
査

に
よ
る
現
状
把
握
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
決
し
て
標
本
や
文
献
調
査
だ
け
の

「形
だ

け
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
。

●
北
海
道
に
お
け
る
絶
滅
危
惧
植
物
2
、
3
の
例

以
下
に
北
海
道
で
の
実
例
を
紹
介
す
る
が
い
ず
れ
も
予

備
調
査
の
段
階
で
こ
れ
か
ら
の
本
格
的
な
調
査
が
期
待
さ

れ
る
。

レ
ブ

ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
i
礼
文
島
に
固
有
の
ラ
ン
科
植

物
と
し
て
、
ま
た
北
海
道
に
お
け
る
絶
滅
危
惧
植
物
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
。

一
九
九
四
年
に
は

「
種
の
保

存
法
」
に
よ
る

「国
内
希
少
野
生
植
物
種
」
に
指
定
さ
れ

た
。
本
種
に
つ
い
て
は
盗
掘
の
話
題
が
時
に
新
聞
を
に
ぎ

わ
す
が
、
少
な
く
と
も
こ
こ

一
〇
年
は
個
体
数
は
比
較
的

安
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
保
護
策

(柵
?
)
を

講
じ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
保
全
依
存

○
○
霧
霞
く
碧
一8

∪
①b
①巳
①⇒
け
に
あ
た
る
。
礼
文
町
に
よ

る
人
工
培
養
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
種
と
し
て
の
存
続

に

は
ほ
と
ん
ど
問
題
が
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
自
生
地
に
は

新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
最
近

に
な

っ
て

「赤
花

の

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
」
と

「
カ
ラ
フ
ト
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
」
が
レ

ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
群
生
地

で
見

つ
か

っ
た
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
人
為
的
な
持
込
み
が
疑
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
レ

ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
と
の
交
雑
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
他

種

に
よ
る
レ
ブ

ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
へ
の

「遺
伝
的
侵
食
」

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ヤ
チ
カ
ン
バ
ー
灌
木
性
で
北
方
系
の
カ
ン
パ
属
の

一
種
。

氷
河
期
の
遺
存
種
の
植
物
版
と
も
言
え
る
。
北
海
道
に
は

こ
れ
ま
で
更
別
村
と
別
海
町
の
2
ヵ
所
か
ら
し
か
報
告
さ

れ
て
い
な
い
。
ど
ち
ら
も
道
や
町
の
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
自
生
地
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
面
積

が
狭
す
ぎ
、
し
か
も
周
囲
を
完
全
に
違
う
生
態
系

(畑
地

や
放
牧
地
)
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る

(高
橋

・
津
久
井

一
九
九
五
、
高
橋
ら

一
九
九
六
)
。
い
わ
ゆ
る

「
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
的
」
囲
い
こ
み

(加
藤

・
太
田

一
九
九
三
)

の
好
例
で
あ
る
。
問
題
は
生
育
地
全
体

の
乾
燥
化
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
当
面
は
侵
入
し
て
く
る
他
種

(
オ
オ
イ
タ
ド

リ
な
ど
)
と
の
競
合
が
問
題
で
あ
る
。

オ
ゼ
ソ
ウ
ー
北
海
道
の
人
間
と
し
て
は
テ
シ
オ
ソ
ウ
と
呼

び
た
い
が
、
現
在
は
尾
瀬
地
方
に
あ
る
オ
ゼ

ソ
ウ
と
同

一

種
と
見
ら
れ
て
い
る
。
広
い
地
球
の
上
で
天
塩
地
方
と
尾

瀬
地
方
に
隔
離
し
て
分
布
す
る
ユ
リ
科
の
多
年
生
草
本
で

あ
る
。
見
た
感
じ
は
ま
こ
と
に
地
味
で
は
あ
る
が
分
類
学

的
に
は
日
本
の
固
有
属
で
あ
り
属
名
も
」
碧
o
コ
○
一一ユ
8

(
日
本
の
ユ
リ
)
で
あ
る
。
産
地
は
蛇
紋
岩

の
崩
壊
地

に

限
ら
れ
る
。
特

に
天
塩
地
方
で
は
川
ぞ
い
の
崩
壊
地
な
ど

に
見
ら
れ
る
た
め
、
護
岸
工
事
や
林
道
工
事
の
際
に
自
生

地
が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
地
下
の
根
茎
が

伸
長
分
枝
す
る
こ
と
で
栄
養
繁
殖
し
て
い
る

(
臼
ω爵
三

p
銭

日
p
冨
冨
。。三

一
九
九
五
)
た
め
、

一
見
多
数
の
地

上
茎
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
植
物
体
は
地
下
部

で
つ
な

が

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
た
め
自
生
集
団

の
遺
伝

的
均

一
性
は
か
な
り
高
い
可
能
性
が
あ
り
、
突
然
の
病
気

の
蔓
延
や
生
理
障
害
な
ど
に
よ
り
集
団
が
い

っ
ぺ
ん
に
壊

滅
し
て
し
ま
う
危
惧
が
あ
る
。

●
最
後
に

地
方
版
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
や
保
全
生
物
学

・
生

態
学
の
教
科
書
が
盛
ん
に
発
行
さ
れ
、
「生
物
多
様
性
」
、

「絶
滅
危
惧
種
」
は
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り

「
保
全

生
物
学
」
は
新
し
い
学
問
分
野
と
し
て
時
代
の
寵
児
と
な
っ

3



た
感
さ
え
す
る
。
北
海
道
の
自
治
体
、
研
究

・
教
育
機
関

が
こ
の
よ
う
な
時
代
の
急
激
な
動
き
に
対
し

て
行
政

・
研

究

・
教
育
面
で
適
切
な
対
応
が
と
れ
る
の
か
ど
う
か
。
こ

れ
は
野
生
生
物
が
急
激
な
地
球
環
境
悪
化
に
適
応
で
き
る

の
か
と
い
う
問
題
と
対
比
で
き
る
事
柄
か
も
し
れ
な
い
。
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、

文
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総

合
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学
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C
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●
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自
然
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課
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一
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七
、

『植
物
版

レ
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ド
リ
ス
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』
環
境
庁

加
藤
辰
己

・
太
出
英
利
、

一
九
九
三
、
『
日
本

の
絶
滅
危

惧
生
物
」
保
育
社

高
橋
英
樹

・
笈
田

一
子

・
高
橋
美
智
子

・
世
那
覇
モ
ト
子
、

一
九
九
六
、
別
海
町
の
ヤ
チ
カ
ン
バ
群
落
地
、

北
海
道
の

絶
滅
危
惧
植
物

の
現
状

道
東
を
中
心
と
し
て

六

五
～
七
三

高
橋
英
樹

・
津
久
井
孝
博
、

一
九
九
五
、
北
海
道
に
お
け

る
ヤ
チ
カ
ン
バ
、
ア
ポ
イ
カ
ン
バ
の
調
査
収
集
、
平
成
7

年
度
農
林
水
産
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
の
希
少
生
物
等
の
遺

伝
資
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調
査
収
集
委
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事
業
成
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報
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書
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我

が
国

に
お

け

る
保

護

上

重

要

な

植

物

種

お

よ

び
植

物

群

落

の

研

究

委

員

会

植

物

種

分

科

会

(
編

)
、

一
九

八

九

『
我

が

国

に

お

け

る

保

護

上

重

要

な

植

物

種

の
現

状

」
、

日

本

自

然
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護

協

会

・
世

界

自

然

保

護

基

金

日
本

委

員

会
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